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論 文 内 容 の 要 旨

月 を可換環, A を 点 一 加群と して 有限生成で あるような 点
一

多元環とする｡ A と逆同型な多元環を

A
O

で 表 し, A
g
= A ㊥A

O

と おく｡ A ほ自然に 左 A
g
一 加群と見放せるが, A が そ の加群構造に よ っ て

A e 一 射影的なる時, A を 点 上 の 分離多元環と呼ぶ ｡ 参考論文 〔3 〕 に於 い て , 次の様な結果が示さ

れ た｡ A が 忍 を含む 丘 一 射影的な分離多元環ならば, A と A
*
= 曲 別 点( A , 点) は左 A

e
一 加群とし

て 同型 ( つ まり A は 中山一Eil e n b e rg の 意味で 対称多元環) で ある
｡
こ の 同型 は次の様 に して 与え

られる ｡ A の 中心 を 5 とすれ ば, 5
一

多元環として の A に被約ト レ ー ス f : A → 点 が定義される｡

そ れは S が体の 時 に は古典的多元環論に於ける被約ト レ ー ス と同概念で ある
｡
S の 点 一 多元環と

'

して

の 正則 ト レ ← ス を 才
′

と し, A
g
一

準 同型 β: A → A
* を β( ∬)( γ) = f

′ O

f ( ∬ プ) と定義すれば, ♂ が 望 ん

で い た同型を与え るわけで ある｡

話を主論文の方 へ 移 して , 今 A を 一

般 な 点 上 の多元環とする｡ 自然な A
β
一 準 同型 甲: A

ピ

ーウ

A ( 甲( ∬ 勧
0

) = ∬グ) の 核 の A
e

で の 右零化イデ ア ル を Ⅳ と し, ガ =

¢( Ⅳ) を A の ホ モ ロ ジ ー 差積
･

と呼 ぶ ｡
ガ は A の中心 のイデ ア ル で ある

｡
A が分離多元 環で あ る必要十分条件は β が A の 中心

に
一

致する こ と で ある｡

g を 月 全商環, A を 斤
一

射影的な 点
一

多元環 で そ の 中心が 利 こ
一

致 して い るとする｡ 且@ A = 望

に今, 属
二
分離性を仮定する｡ 乳 の 中心 は 且 で ある

｡
Ⅶ の 被約 ト レ ー ス を f と し

,
C = ( ∬ ∈ 刊I

f( ∬A ) ⊂ 点)∴p = i ∬∈ 敬一∬C ⊂ A‡ とおく｡ β を A の デ デ キ ン ト差積と云う｡ 前述した如く♂: Ⅶ →

刊* = 月わ用 度( 乳 g ) ; β( ∬) (プ) = f( ∬γ) ほ 酢
一

同型対応で ある｡ 次 に 9I
g

か ら 月b 椚 ∬( 乳 Ⅶ) へ の 且
二
多

元環と して の 準同型 マ を, 友( ∬ …

グ
0

)( g)
= ∬g グ と定義する ｡ Ⅴ ほや はり同型 で ある ｡

C
ト
か

巨 Ⅳ∴珂

J
,
β
, で, の 間に は次の 様な関係が成立 する

｡

1 ) β ⊂ C

-
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2 ) β( C) = 助 椚 虎( A , 点)

3 ) β( か) = で( Ⅳ)

4 ) f( β)
= g

l ) は 斤 が整閉ならば明らかな こと で あるが, こ こ で は
一

般 な 点 に つ い て も成り立 つ こ とを示 し

て い る ｡ 2 ) は A が準 フ ロ ペ ニ ウ ス 多元環で ある為の 必要十分条件が C の A
-

射影性 で ある ことそ

示す
｡ 従 っ て 正規単純多元環の 中の 遺伝整環は準 フ ロ ペ ニ ウ ス で ある｡ 3 ) は 4 ) の 補題と して の 役

目を果す｡ 4 ) は A に つ い て 定義され た 二種 の差積 β, g の 問の 関係式と して興味がある｡ こ の式

は D ･ G
･
H ig m a n に よ っ て R が デ デ キ ン ト整域の 時, R . F o s s u m に よ っ て R が整閉ネタ ー 整域の

時, そ れ ぞれ証明され て い た｡ こ こ で の結果は 虎 を全く任意の可換環と して の結果で ある｡

又 , 上 と同じ設定の もと に
, 次 の 五 つ の条件は同値で ある｡

a) A
*
= A f

b) C = A

C) D = A

d) g = 舟

e) A は 点 一

分離多元環

こ の 結果に より, 古典的な差損定理の 次の 様な
一

般化を得る｡

A の 極大両側イ デ ア ル 耶 が不分岐ならば β 任那 で ある ｡ 又, 月 の 任意の 極大イデ ア ル m に つ

い て A m / A が 体 点/ m 上 の 準素多元環ならば これ の 逆が成り つ ｡ 但 し, こ こ で 駅 が不分岐で ある

とは 邪 = ( 邪 ∩ 点) A 且 つ A / 那 が 点/ 邪 ⊂ 屈 一

多元環と して 分離的なる こと である｡

論文 に述 べ た, こ の 差措定理 の証明は, 古典的な デデ キ ン ト整域上 の 極大整環に於ける差鎮定理

の
, 乗法的イデ ア ル 論に 強く依存した証明とほ そ の本質を異にする ホ モ ロ ジ ー 的 な証明で ある｡

論 文 の 審 査 結 果 の 要 旨

デデ キ ン ト整域 点 上の 極大整環 A に対 し, A の 差積は A の イ デ ヤ ル と して 与えられる｡ 古典

的差積定理 は, A の 素イデ ヤ ル が分岐するもの は差積を含むときか っ こ の とき に限る こ とを示す｡

こ れ ら, 分岐イデ ヤ ル , 差積の 概念お よび定理 は, 近来より
一

般 な環 に対し て拡張が試みられ, 特

に 多元召引こ対 して は ホ モ ロ ジ ー 代的考察が行われるようにな っ た｡

渡辺君は, そ の主論文に お い て ,
一

般な可換環 点 上 の 多元環 A に対し, そ の ホ モ ロ ジ ー 差境,

デ デ キ ン ト差損, 被約 ト レ ー ス を考察し, そ の主定理 より, より
一

般 な差損定理を導い た｡

すなわ ち, g を 点 の 全商環と し, 基礎環 屈 は任意で あるが, A ほ 点 上有限生成射影加群で ,

さ ら に 且㊧ A は g 上 中心分離的多元環とする｡ こ の条件の もと で 基本関係と して , A の ホ モ ロ ジ
ー

差積は A の デ デキ ン ト差積の被約 ト レ ー ス に よ る像と
一

致する ことを示 した｡ こ れ は, K . F o s s u m

が 整閉ネ
一 夕 ー 整数 点 上 に示した結果の

一

般化 で ある｡ こ の間係を用 い て , 主定理と して , 次の 3

条件が 同値で ある ことを得た
｡
1 .
A が 点 上 分離的で ある｡ 2 . デ デ キ ン ト差積は 屈 と 一 致する｡

3 . ホ モ ロ ジ ー 差積は 点 と 一 致する｡ つ い で , こ の 主定理 を有効に用 い て ,

一

般 化された差損定理の

-
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成立 を示 して い る｡

以上が主論文の 結果で あるが, そ こ で 用 い られた被約ト レ
ー ス は 副論文の 1 つ で , 与え られ た概念

で , 副論文に おける結果を有効に使用 して , 主定理 を得て い る｡

実際に 応用され得る範囲に つ い て , さ ら に
一 般化され得るかどうか に つ い て の 問題は, 未 だ今後に

残されるが ホ モ ロ ジ
ー

代数的手法を駆使 して , 簡潔 に定 理を
一

般化 し, 証明を与え た こ とは極め て興

味深い ｡

以上, 渡辺君 の 論文は, その 副論文ともあわせ て , ホ モ ロ ジ
ー 代数 に お い て , そ の 重要性か ら見て

理学博士の 学位論文とし て, 十分価値あるもの と認め る｡

ー
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